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1 13

高齢者の特性や認知症
の理解において習得の
差があるため、認知症の
進行や周辺症状に対す
る対応に不安がある。

認知症を疾病として正し
く理解し、入居者様の立
場に立って対応を模索し
ながら笑顔につながる安
全なケアを提供してい
く。

①内部・外部の研修会
や勉強会を通して認知
症（周辺症状）を正しく理
解し職員全体のスキル
を上げ、入居者様へ安
全で安心につながる対
応を行えるようにする。

②提供（実践）したケアを
振り返り、課題を見出し、
職員間で情報共有を行
い入居者様の望むケア
につなげる。

６ヶ月～１年

2 33

日々の生活の中で少し
づつ入居者様に死生観
を聞き、記録に残すこと
は出来ているがご家族様
の死生観（どのように最
期を迎えたいのか等）を
全ご家族様に聞くことが
できていない。

入居者様、ご家族様が
共に穏やかな最期を迎
えられるよう意思疎通を
図る。

①入居の契約時に看取
りについての説明を行
い、事前確認書類に記
入して頂く。また、既に入
居されている方について
もご家族様へ説明し、終
末期の看取りについて
確認書に記入して頂く。

②家族懇談会等の際に
ご家族様へ改めてさちの
家での看取りケアについ
て説明する機会を設け
る。

③看取りについての確
認書は入居者様やご家
族 様 の 状 態 が 変 更 に
なった際やそれ以外は１
年に１回程度、ご家族様
へ現状の意思確認を行
い、更新していく。

６ヶ月～１年

3 49

入居者様一人一人の死
生観や、ご家族様の想い
を汲み取ることを目的と
して、「外出同行サービ
ス」をスタートさせた。こ
の企画をなるべく早く軌
道に乗せ、更なるサービ
ス向上に活かしたい。

入居者様が元気なうちに
行きたいと望む所にご家
族様と共にお連れし、悔
いのない最期を迎えられ
るようサポートする。

「外出同行サービス」を
スタートさせるに当たり、
入居者様一人一人に行
きたい所を伺った。そし
て 、 ご 家 族 様 に も ア ン
ケートを送付し、どこに行
きたいかや、どのような
要望があるのかお聞きし
た。それを元に、いつ、
誰と、どこに行くか等を
職員間で話し合い、出来
るだけ多くの入居者様の
想いを叶えていく。

６ヶ月～１年

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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